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（1）KBのこ重母音ai，　auが，　Kではそれぞれe，　oといった単母音に発音される傾向がある。
これは階部Kに特に強く見られる傾向であるα）。D∫にはこのような特徴を示すようなものは文
宇上は見られない。1ユ頴，baithe；aur，　gaLllta
（2）KBのアクセントのない音節のi膏がKでa音に変わったり（2），アクセントのない語頭母
音が略されることがあるが，それらはD∫には見られない。6ikari，　mithai，　ab，　ikaζthaはそれ
ぞれs段kari，　mathai，　ib，　kat舞盈とはなっていない。　DJにはKBでアクセントのない語頭のa
音がDjでi音に変っている例がある（3＞。Pi「awatha（Pa感wa舞農）
（3）KBの語中のそり爵ふるえ音r及びyhがKではしばしばそり舌閉鎖昔として現われるc4）。
この傾向は瀬部Kに顕著である。DJではbay6，　ga；i，　lariのようにそり養ふるえ音として見出
される。
（4）KBの語中及び語末の歯蒸側音1が，　Kではそり議側音で現われる。そり青側音を表わす文
宇が普通にはKBの書写に用いられないことも考懲しなければならぬが，　D∫にはこの傾向を示
すものは見出されない。
（5＞KB語中や語末の歯茎鼻音1㌃は薦部Kではそり需鼻音oで現われる傾向がある。（5）DJには
現われていない。
（6）KBのアクセントのある長愚音に続く子音はKでは璽子音として現われる傾向がある（e）。
西部Kに一段と強い傾向であるが，DJには見られない。
（7）外来音f，z，（i，　kh，9hがKでは現われない（7）。DJについてみると，　q，　kh，　ghはそれぞれ
ka，　kha，　gaの文字に下点を付したKB形では現われていない。　z及びfについては，次のよう
に文字上区別のあるものとないものとの2鍾が冤られる。taraph，　cij，；fajita，　hazAr
（8｝Kには無声口蓋薦茎摩擦帝9は現われない，とされるが，DJにはnattge，9ahar，　k憾alな
どの例が兇られる。ただし，このような例が外来語もしくはタトサマ語彙であるのに対し，きs（墾
み），訟舘（しゅうと）などのタドバヴァ語彙の例をみると鱒茎摩擦音化碕嬬）の傾陶が認められ
るので，語源意識から瞼u§eなどと書かれたが，実際にはnauseなどと発音されたことも考え
られる（8㌔また，KBにおいてはそり毒摩擦童（＄）は搬蓋摩擦音化しているが，　DJではやはり文
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字上はそり舌音として翼われている。vis聴，　var＄これも語源意識によるものと考えてよかろ
う（P）。
（9）DJにも瀕薦摩擦音の両騒閉鎖音化の傾向が強い（1°）。biruclclh，　biVAh
（1①　次のようにDJにはタFサマ語彙やアルダ・タトサマ語藥が見られるので，著者が描こうと
した地域やコミュニティーに見られる音韻をDJが忠実に算しているとはいえない（ll）。　k§em，
au＄adhi，　Vriddhi，　Parvati；Punyadan，　bi§ay，1）rit，　Parbati
㈹　以上の他に若干の例ながらKBと異なるものとして次の諸点を示すことができる。
　①語中の軟難茎閉蓋無気音がDJにおいて同有気音化しているものやその逆のもの働。
至ka㌻thi一三kha雛hi，　dhokhe－dhoke
　②　語中の歯茎口蓋閉鎖無気音がD∫において同有気音化する。khic｝“i－khich；i
　③　そり舌ふるえ無気音がD∫において歯茎ふるえ音として見出される。bhll“ti・bhirtl
　④　③の逆の場合も児られる（13）。ughar　gay農一ughaぎgaya
　⑤　語中のそり舌ふるえ有気音が岡無気音化する。この逆の場合もある。iu’hat－ayat；ka；ahi－
kayh盃i
　⑥　語末の有気音が無気音化する（14）。grlhasth－grihast
　⑦　raで始まる語末の閉音節において，その母音aが失われることがある。　parac　jaega－parc
jaega，　taraf－tarf
　⑧　語中の母音が鼻音化することがある（15）。khilaune－1〈hllaftne
（12）文学作品，あるいは，啓蒙書としての制約からD∫について音韻的吟味をするには多大の不
都合がある。しかし，そのような制約や不都合を考慮に入れてもなお，DJに見られる音畿の特
徴はKのそれをごく一部しか反映していない。少なくとも薦部Kの要素は像とんど冤られない
といえよう。DJに見られるものは菓部釣要索というかKBのそれに罪常に近いものである。
⑬　なお，綴字法の上では今欝のそれと若干差異も見出されるが，同時代のものと比べると大差
ない。ただし，幻読点については，いわば完金なほどの句読点を施したPGには比すべくもない
が，HPやHMなどその他のものと比べても甚だ不備であった。句読点，段落の表示は皆無と
言ってよい億どでありその意味では全く伝統的な書法に依っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
1－（1＞名詞の性についてみると同時代の作家のものにかなり多数の混蔑が見られるのである
が，（16）DJにはわずかに次の2例が見られるのみである。　tumhari　k§eni　ku6al，　k三tne　ki£ne
ga“hohai
②名詞の語形変化について見ると，性に関係なくKBと同じ変北をする場合①とKBでは今日
標準酌でない変化をする場合②とがある。
　②は次のような場合である。（N　数詞などによって複数の意が明らかな場合，直絡形であれば
5畦
複数形をとらぬことがある。　（ただし，述部は複数形になっていることが多い。）do　C滋bat，（10
＄atU）ustak　mol　li，　carb　khat二ti　bec　di，　kl£ni　bcahl　li漁yagiこれは同時代及びそれ以前の
KB並びにBralなどにも等しく見られるところである（i7）。（B）4語罵女性名詞の直格複数形
に一iya形と並んでiy6形もひんぱんに見られる。　moti　mo㌻i　ro㌻iye，　la；kiy6　hal，　striye　rowさ，
pac　sat　l煎41y§これは陶1寺代にパンジャーブ，デリー方面においてもひろく行われていたGδ）。
　嗣晴代のものにはこれら以外にも数や格にわたり不規劉な例が見られるのであるが，DJには
そのような点は見当らない。（19）
（3｝隅時代のKBヒンディーにおいては，－ga章a，－jをma，－v1’ind，－jati，－samαhなどの語は単数
形に舶えた複数形がしばしば見られるが，（20）DJにはその例は皆無である。これはタトサマ語彙
の使周度及び使用態度と関係があるものと考えてよかろう。ただし，lo9を用いた例は一つ見ら
れる。mUsalman6　aur　sahab　lo96　me
（4）アラビア語・ペルシア語式の複数形の例は全く見られない。これはウルドゥー系語彙の多用
並びに高級語彙の使用とかかわることである。DJにはそのような意味でのウルドゥー系語彙の
多用は認められず，また高級語彙も少ない。（21）
2－（1｝1入称代名詞としてはKBと同じものがD∫にも用いられている。　mule，　lnaje，　inhara
などの例は全く見られない。実際は女性単数にhamが用いられた例がある。　ham　kya　chati
par　rakhkar　le　la頭geただし，常にこの形で現われるわけではない。隅一入物が同一の相手に
maiとも述べている。また，　hamは今臼のKBと同じく男性単数にも用いられている。
tum　hams　apne　akhbar　k歪khabare　sunao（夫→妻）複数の意を関確にするためにham　log
となる例は見られない。（22）
（2）2人称代名詞としてもやはりKBと圖じものが用いられて｝6”り，　K圃有のtuj，　tujhe，　tl｝ara
などの例は全く見られない。（23）ta　neに相当するものとして，　tai　neが見られるが，これはK
醐樽の形であり，PGにもBrajにも見られる。（24）tumはlo9を従えずに複数の意に用いられて
いる。（25）2人称尊敬代名詞apは見られない。（26）なお，再帰代名詞としてはやはりKBと同じ
ap，縦p磁が爾いられている。
㈲　3人称兼指示代名詞はやはりKBと同じであるが，次のような特徴が見られる。直格形にお
いては，単・複同形である。wah　kaht亙；wah　bhi　kah邑the　we及びyeといった複数形は
見られない。（27）logを付した複数形の例はなく，inh6　ne，　ullhδneのように代名詞のみで複数
が現わされている。usne，　isneの意のull　ne，　ill　neの例はない。（28）yehi　teri　ma　hal，　yehi
batなどの例があるが，これはKBのyahiの意に用いられたものである。　K形の蔭，　oh，　o，　wa
wls，　yU，　yo，　ye，　yaなどは全く見られない。
（4）関係代名（形容）詞としてはKBと同じjo，　jls－，　jln・が用いられており，単数直格形にK形
のjorpは見られない。（29）
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（5）相関代名詞としてのsoは相関詞としては全く用いられず，接続詞的にのみ用いられてい
る。（30）mai　bhabhi｝i　se　milne　g可9av6　gaya　tha　SO　wah　P（lchG　the；tiS　par　bhi
（6＞疑問代名（形容）詞としては，KBと岡じka　ii，　kis－，及びkya，　kahe一が用いられており，　K
固有幽のものは全く兇られない。
（7）不定代名（形容）詞としては，koi，　kisi－；kuChが用いられており，　kO，　kuCchは見られな
い。（31）
（8＞その他，次のような代名調が見られる。sab，　kol醸koi，1〈ttch　na　kuch，　jo　l〈oi，　jo　kucli
いずれもKBに見られるものである。
3－11｝格後遣詞としてはKB形と同じものが胴いられているが，次のようにK形も併用され
ている点に特徴がある。（32）
（2）kis　ne，　tum　n6，瞭alは見られず，　PGではすべてne。
（3）koと並んでK形のkftがかなりひんぱんに翔いられている。　is1磁to　tum　vakil　ba！懲顯；
uska　ls　bat　ka　ba顕hl　dhy盗n　rahta　しかし，　K形の一lle，母eがk◎に代用される例はなも・。
（4｝seのみが用いられており，　K形のsRやPGに見られるsaiは見られない。
（5）属格の1（a－ke－kiの用法はKBと全く岡じ。
（6）m6，　parの用法はKBと全く岡じであるが，さらにK形のpaiが用いられている。　parと
paiとでは後者の億うがはるかに多く用いられている。また，　jis　pai　jaisl　ati　hog玉とかis　pai
sina　pir6n2　bhi　awe　haiなどのようにKBではkoを用いる個所にpaiが用いられている（33）。
（7）KBにおけると同様，格後置詞が連続して用いられている。　ghar　m6　se　bhaga海ta；desi
tinianj童le　par　se；akh6　1nξ≡k農　Surma
⑧格後置詞の雀略はKBにおけると岡じく晴聞。方角・位概・圏約などを表わす場合しばしば
見られるが，次の例における省略は今環のKBにおいてほ標準的なものとはされない。　b2p　ke
ghar（～）kiye　Rahi　the；klsl　ne　gahne　k至ぬlac（～）9役漁　gho㌻ke　kue　m6　ger　diya
4　形容詞の用法はKBと同じである。代名形容詞にi£醸などのKB形と戴んでutte　bairiの
ようにK固有のものが見られるが，このような併用は当聴のKBにおいても標準的なものであ
った。（3’D数詞は若干の例ながら基数詞・序数詞ともにKB形と同じ。（35）タトサマ語彙の使用と
関ることであるが，これにはサンスクリットの形容詞女性形（36）の例は見られない。
5－U｝不定詞・現在分詞・過去分詞はいずれもKBと岡じ構成で，　K圏有の一arp，一頭；－tta；
一頭形のものは全く見られない。ただし，今田ウルドゥー的語法の一に数えられる独pah痕磁の
ような例は見出される。（37）また，－an形の不定調が名調的に用いられている例もある。　dasw6
din置ユh灘dhowan　huゑ
56
　不定詞及び爾分詞の機能はやはりKBと同じである。（’3S）ただし，語根が樽音でおわる一部の
動詞の過去分詞は次のように一waを加えてつくられる。　awe磁e値ye　the）；pawe（paye）
②　使役形もKBと岡じ構成であるが，－y－aの第一次使役形にかえて，一し1a形も発られる（：・9＞。
klsi　ko　likhn註payhn2　sikhlkti　また，第一一次使役形が第二次使役形の慧に用いられた例があ
る。aPne　cho事e　be㌻e　ko　angrej呈payhao
③　接続分詞㈲）もKB形と岡じく一kar，－ke及び・karkeを語根に付jx］S”一る。
（4ト③　語根（接続分詞）との複合動詞にはKB形の同じものが箆られるが，その種類は多くは
ない。
　②　現在分詞及び過去公詞との複合動詞もすべてKB形に見られるものと間じである。名調と
の複舎動詞（4bにはKB形と圖形のものもあるが，それと異なるものも見られる。　yah…kahani
・・ 4）ahadur　k◎　εlisi　1）asand　ゑi；babg　ko　apl1甑　likhna　dikhl盃ya　uskl　pasand　ゑy盃
　③　不定詞との複合動詞も次のようにKB形に晃られるものと抵ぽ購じである。（42）angikar
karna　pa；a；yah　kam　bhi　karna　hi　hai；nni㌻ha　bo1R翫　cahiye；akh6（至ukhne　ati；j至ne　deti；
mal　aRe　lag盈；ci㌻㌻hi　patli　l三khni　ajaeg至；sarahne　yogya　t｝ll；layki　bゑ1護　honewaia　hai；
農k　baithe
㈲　助動詞はKBに岡じ。　Kの過去形1譲，綴は見られない。
（6＞命令法においては，le　bol；mat　1くaha　karo；likh　bhejnaなどKB形と岡じものが見られ
る億か，次のようにKBに冤られぬ例もある。
　囚　叙想法不定未来時制形が用いられている場合beti　r◎we　m継tujhe　jaldi　bula　l6ge
　（B｝2入称単数形に対応する未来命令形としてK形の一iyo，－ljoが用いられている場合（43）
tO　yahi　rah；ghi　ko　t譲ke　rakh　choyiyo；khad　ke　la4⑩ba蕗11jo　これは2人称tumにも
対応するものとされるが，その例は見られない。
　今臼KBにおいて尊敬代名詞apに対応する一iye形が，その意味で驚いられた例はない。
phir　kya　l〈ijie　bahin　laukil〈ke　biruddh　bhi　to　nahl　kiya　jゑtaにおいてこの形のものが発ら
れるが，‘‘klya　lae”すなわち，　k玉jie本来の意昧に胴いられたものと解すべきである。たとえば
この種の糊例は少し古くに囲を向ければかなり見出すことができる。is　se　zyadah　uski　£a‘ar至f
kya　kljie（Akhlak．i．　Hin（至i，　Londol1，1868，　p．74）；unke　jhag；e　ko　kis！aral｝fai§al　k玉jiye
（lkhwanu－§一§afa，　London，1873，　P．4・1）
｛7＞直説法の時制の構成はKBと同じであるが，活湘形についてみるとKB形と同じもののほ
かにK園有の活用形（翰が併用されている。
　現在時制形にほde懐haiと並んでmai　lftU　hU；iigrejl　payhe　hai；tik21ag　ja　hai；tum
kya　gajab　karo　ho；kh設w邑hai　Pahine　hai　hase　haiなどが見られる。イスラム教徒が用い
るとされるho　jay　hai；khaw6　haiと並んでpar　ja　ha玉；jaya　kare　haiなども見られるので，
この点での統一はない。また，このK形のものは，進行時相を表わしていることがある。cho㌻e
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awe　hal（a　rahe　ha至）しかし，進行時柏形はKB形と弼じものが甥に晃られる。なお，習慣想三
や反復性を強調する表現としては上とは別にKBにも兇られるものがある。　SH｛hlay読kare　hai
（sikhlaya　kar田く盆i）
｛8｝1駅貫過去晴制にセ柔y6　kahte　theのようにKBと同形のもののほかに，次のようにK独自
の形（tl）が用いられており，後者のほうが数多く晃られる。　dekhe　thi（dekh之i　thi）；kha　le　thi
（kha　leti　thi）これはまた，遜表進行時相を表わすことがある。　rowe　bahut　thi（bahut　ro　rahi
thi）このような」月法は当時は一般的なものとされていた。過去進行時相のみを表わすものとして
ぽやはりKBと岡じものが用いられている。なお，習慣性や反復性を強調する形はこれとは別に
KB形と岡じものが見られる。（45）phira　kare　tha
（9＞叙想法不定未来時制にはman　dtlkhe；kya　kar6などの例にみられるようにdukhai；karai
といった形は見られない。（46）ただし，語根が母音でおわる一部の動調は，2・3人称単数及び1・
3人称複数形に音便として一w一をそう入する（’17）。pawe（pae），　chipaw6（chipae），　baRa
lewこその他の叙想法各蒔制形はKB形と全く同じである。
q⑪）受動態はKI3に岡じ。　sukhdei　ko　yah　ci㌻thi　llkhl　gal無人称態の例は晃られない。
6　2，3方欝的な特微のあるものを除けば，翻詞にはKの特徴は明らかでほない。（”8＞
7　後置詞にはKBと悶じものが見られるが，その後ヒンディーかウルドゥーのいずれかにしか
使われなくなったものがある点が注羅される。（4e）lauldk　ke　birt蓬ddh；iala（lln　dayal　ke　mar－
phat（m翫fat）；Akh6　ke　w衰ste；m瓢a　ke　santulya；samUci　har6　samet　なお，　w・i　steは
tumhare　bulane　wasteのように，　keを介さずに不定詞の斜格形に接続した例もある。
8　擾続調としては，ls　l〈araR，　para搬u，　kintu，　yaclyaPl…ta｛ha，　arthatなどヒンディー寄り
のものがやや多く見られるのが特徴である。
9　接頭辞，接罷辞としては特に圏立つものはない。わずかにpal“hi　aur　beparhi　striy6　me；
ttski　besalah　koi　kゑm　na　kartaのような今日のヒンディーでは標準的なものとされない例が見
られるのみである。（50）
10　語顯は今揖ヒンディーに見られるものと大差ない。paisa　rupay2　tul2i　ka　lske　h霞th　bhi
lag　ja漁；ek　ana　mahsal　k盈di頭haiなどのような例が若干見られるが，　In訟A撚h　khanの
‘Rani　Ketki　ki　kahanl’や1－．allrk　Lalの‘Prem　Sagar’に見られる程度や度数のへだたりでは
ない。
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11上に見てきたように，形態醐では王）JにはKの特徴が幾つかの点で現われている。しかし，
それらの特徴は，いわばKBの中に散見される鞍渡のものでしかなく，全体に…・貫して見られる
ものではない。K形とKI3形とが併用されている場合もある。また，今日のKB形と異なるも
のにあっても当時のKBでは遍常のものとされていたり，複数の形態が併用されていたのが，そ
の後選択・統一された結果，今日児られるものと異なっている場合もある。語彙・語法の面でも
このような点は見られるところであり，KやKB，とヒンディー，ウルドゥ～の枳互関係や史的
展開を探る上でDJは興味深い資料を提供している。〈51）KB　Hindi文法の確立に至る時期に著
されているという意味の他にD∫には更にもう一つの意味合いでの考察も必要であろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III
　今日，KB　HIncliはHariyanaからBl磁r，　HimacalaからRajasthanに至る広大な地域の
公用語として，また，教育媒介語として機能している。Hindiがインドを代表する公用語として
位澱づけられている今日，上記の地域においてそのような機能を期待されるのは当然であるかに
思える。しかしながら，さらに限られた地域の婦女子の啓蒙的読み物として著わされたDJには
上に見て来たようにわずかにせよKBヒンディーからのへだたりが見られる。これを語彙や表現
法について見るならば，そのへだたりは少なからぬものとなろう。また，DJがKB　Hindiの愚
体となっているKの特徴をそれほど鮮明にしていない形で書かれていることも併せ考えねぱな
らない。これはBiharについて，あるいはRajasthanについてあてはめてみるならば，これら
の地域においてKB　IIindlのみにそのような機能を委ねておくことに大きな問題点の存するこ
とは自明であるというべきだろう。さらにヒンディ～語地域には数営年に亘る文学活動の歴史を
持つ欝語が幾つか認められる。国民の大多数がそのような自分たちの最も身近な書語による恩恵
に浴することができぬのは悲しむべきことである。広大な国土，複雑な民族構成，多様な言語を
持つ国家においては求心的・統合的要素が重視されるのは当然であるとも雷えよう。だが，それ
がためにその構成員の最も基本的な権利が阻害されるのを是とすることはできないはずである。
そうした意味合いでいろいろな段階での公用語や共通語が必要とされ機能することと日常生活の
書語で教育を受け意思を表明できることとは本来対立関係に立ってはならない。DJの出版に助
成金を与えた北西州学校教欝局長M．Kempsonの意図が奈辺にあったかはさておき，このよう
な書語での啓蒙書が書かれたことの意味は語史的な璽要性とは鋼に甚だ大きいものといわねばな
るまい。
　　　　　　註
（1）PGにはau・一・oの例は多数見出される。lottl（la・　titti），　mot（maut），　cotha（cautha）ただし，一律にそ
　　うなるわけではない。kaun　si，　dau；gae　PGにはala」eの逆の例が多数兇られる。agai（age），　jaisai
　　（jaise）また，　KBのoがauになる例もPGには多く見られる。これはo→o，　auという関係で見出され
　　る。adm｝yδki，　arnir頗　ko　DJにおいてもこの種の例が見られる。ayausi　parausi（ayosi　parosi）
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②　1）Gにはこれ，もしくはこれに準ずる例，すなわち，同位置の｛ないしは短いe，もしくは長母音1がaと
　　なっている例がある。Balayat（vglayat），　mahl、at（1n6h夏｝at，　mlhl、at），　may盗d（ml‘yil（玉）
（3）隅種の例はPGにも見られる。ek　kiroy（karort）t’ttpayfi
（4｝PGにはgklgi磁karのような例が見られはするが，　kapye，　carhaなど，そうでないのが普通である。
（5｝PGにもこの傾鵡は見られない。
（6）この傾向もPGには晃られないD
｛7）1）Gには不続～もあるが，文1渉：上はka。　kha，　ga，　jaの文字に下点を付して区別がなされている。ただし
　　実際の発音上はDJの場合と大差なかったものと考えてよいだろう。
（8｝PGにおいても岡擁の例が見られるe　mu6聴，　parame6var，　saty乏mas，6abas
｛9）PGにもmallu＄ya，　pul‘u＄ottamといった例が晃られる。
（10）PGについても同じことがいえる。parbas（parvaの，　bi＄ay（visay）
（11｝PGにもVhag　vidya，　thcig　bidyaといった例力現られ，同じ傾向を承している。
働　この関係はPGにも見出される。ukht翫a（ua《t言重a）
（i3）　PGにもsal〈ri（sakr｝）といった｛列が見られる。
圓　PGにもこの種の鋼は見られる。lh敢（jh韻1）
（15｝PGにもこの種の例が兇られる。nδkar｝（naukari），　jhOthe（jhOth．e）など。また，　PGには語来の億膏
　　の弊音化の例が雰常に多数晃られる。jan6（jall◎），　gahan6（gahane）
｛16｝Bharatendu　Harigcandraのこの種の名講の性の扱いに関する混哲もについては，いわばヒンディー文学の
　　臣人としてのBHを擁護する立場からの説明がなされてきている。（たとえば，　U§a　Mathur，　BharateRdtl
　　Kl　Kha；i　Boli　ka　Bha＄a　V樹e§ap，　Vara照s三，　Vi．2028，　p，170；Vrajki60r王）誕hak，　Bh蕊ratendu　Ki
　　Gadya　Bh飴a，　ilahitbきd，1968，　Pp，177，181）　しかし，この種の混鑑はHPをはじめ溜聴代のヒンデ
　　ィーには数多く見られるところである。たとえば，HP（IV）からは次のような例を挙げることができる。
　　tumhara　santan（12－・・t），　kisi　ditsre　qism　ki　be｛麗霊｝ani（5－2），　yah　iske　nal〈ki　bal　ho　gai，（4－18），
　　jawiib　khane　ki　dar　se（3－i4），　musalm塁n6　ne　iR　ary6　ke　sath　kais護bartaw　kiy護aur　ka1si
　　prati＄thit　inl（i　klya（2・－4），激y611e＿is　m§khoj　aur　taraqqi　kiya　th護（2績9）　DJのk＄em　ku6al
　　の例に対し，inki　kugal　k＄em（The　Baital－pachisi，　ed．，　by　Duncan　Ferbes，　London，　i874，　P。92）
　　のような例のあること，また上記のsalltilnや¢arのように当聴，錫女両姓に用いられていたものが，
　　今擬いずれか一方に燭いられているという場倉もあるので，これには史的な考察を撫える必要もある。さ
　　らに，DJやPGにはこのような混翫が殆ど見られないことにも洗意を払わねばならないだろう。　1“M，
　　KP，　AKなどに晃られる混乱はそれぞれの書き手の出身地や愚語と金く無関係で1まないようであり，それ
　　にKB文法の知識の不足や不注意などの原凶が加わったものと考えてよいだろう。ついでながら，1）」に
　　はbhat　ka　phikar（fil〈r）という例があるが，　fikrはヒンディーではA，　El女性名詞とされるが，ウルド
　　ゥーでは男女両姓に扱われるものである。
117）たとえば，次のような例が挙げられる。（lo　ciz　aisi　1ka鉾hi　h6（VA，　p．64），　do　cizδkaゑpa＄m6
　　miina（VA，　p，65）is　ra魚ki　sau　r養ni　thi（HM，　p．62）P｝nは“After　a　numeral　the　slngular
　　form　is　preferred　i！1　the　nominative　an（l　accusative！J’（P．122）と述べ，複数斜絡の例do　vastu
　　m毎を挙げているが，DJには複数斜格形の例は見られぬ。
晒　PGにおいても，この鍾の複数直格形にはcitthiya，　citthiy§；ζOpiya，　VopiyGのように2遽りの変化が
　　見られる。Pinはこれについて次のようIC述べている。“Feminines　ill－i，　at　tlmes，　are　made　t◎form
　　the　nominatlve　Pltiric　l　in　four　ways，　at　the　optlon　of　t難e　speaker；e．9．　lakギi，　lakyin，　laktiyen，
　　OIJ　I瞬｝yきのOf　theSe　lakr瞬織iS．generaliy　COnsldere（l　the　most　COt・reCt．　lfi　the　panjab，　and
　　eveR　as　far　as　Deil／ii・　tl’ie　best　nol・’1・pl．　f・r韮n・f　ia鳳is　he｛d　t・be　lakriyen；）（P．12）ここ
　　にはいわばKB形とK形が列挙されているわけであtp　s実例から煽納された文法ではこのような記述と
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　　なったのであろう。Balmuktmd　Guptaは，19G5年に‘‘Rajasthani　Samacar”誌の需葉の悪い例として，
　　この種の変化形（ga｝tiyさ，　bhfiliy§，　stri頭）に欝及しているc（Gupta　ITibandhavall，　Calcutta，　Vi．2007，
　　1）．359）
｛19）たとえばAKには次のような例が見られる。　gt頃ya6　ki　tarah（6－22），　cl；iaye（4－5…13），　cluniye　m6
　　（3－・15）また，HPにはdhua　ke　srubar　sa（11－・24）のような例も箆撫される。
⑳1この類の例はHPや｝．IMに多数見られる。Vegyajan6　kl　rlti（HP2－ll），　kavivrind（〃，3－7），　indrlya呂al）
　　unkl　sab　sith｛l　hogai（HM，47），　anek　Pak瞬san〕｛il｝　kriyfi　karte　the　（〃，87）
⑳　この種の語彙が比較的多く1轍、られているRPにこの種の複数形が見出されるのも不思議ではない。　kisi
　　【nanu寧ya　ke　l（hayalat　（khay護1設t）　（IG－－3）
（22）漏職すでにham　logという複数形がかなり広く用いられたが，圃時にhamのみでも複数形に1三｝：1いるこ
　　とが普通に行われていた。＿yadi　sarkar　ko　sacce　ji　se　ham　lo9δki　bhal灘Inan雄「hai　to　aisa　hi
　　karne　m§　ab　kalyan　hai　監ユah玉　to　yah　日par　ki　cikni　cupyl　bat　hi　bat　hai　ki　ham　hinciustきii　ko
　　suclhai’rahe　hal（HP，5．．．－7）
（23）1－IM（tumar歪yad，　tumδ）やAK（tumai，　tUm敏a）には一mh－→mの例が見られる、，
醐　HMにはtai　neの例が見られる。　tai　ne　kya　kiya（P．50）
⑳　｝laTllとhamlogとの関係はこれについてもいえる。　Il？usaitl］all　bh海｝ヌo　tumko　ab　isi　de忌ヨユ掩1〒ahna
　　hai（HP，　XXI王，5－13）
㈱　ilpの使用は漁隣一般的であった。複数形としてはap　lo9（1’IP，・f－・i）が溺いられているのは今日と変り
　　ないが，難P（22，5－・13）には単独で複数の意にも期いられている。ab⑳ksamagil　hO　unh6　k＄an顕
　　kijiye　AKにはこれに対応する動詞がtUmに相灘するものをとった例がある。　ap　ise猟9rezipεu㌃
　　kyδ1《ar　kahte　h◎（1－・3，19）
⑳　灘時はwah，　we，　we　log；yah，　ye，　ye　Eogの3段階が用いられていたが，　wo［wah蓋（PG，　p．182），
　　wah　log（PG，　p．178）といった例も見られるようにこれら3段階の区瑚は不動のものではなかった。　VA
　　には次のような網が！兇られる．，jlnkA　bigay　j額a　ha三wah　kuch　nahi　Sunte　aur　bahre　kalユ猿te　ha1
　　（P．23），we　don6　kism　ke（P．14）　HMにも次のような例がある。wo　kon　aya（P．125），　ye　b灘
　　nai　nahi　hai（P。125），　ye　log（P．19），　we　hi｝og（P．　i86）
　　　なお，19世紀初にはウルドゥー，ヒンディーを問わず，yah，　ye；wah，　weと単・複を区甥する用法
　　がひろく晃られた。もっとも，ウルドゥーでは単数形が複数の意に用いられることも珍しくはなかった。
　　wah　rone　dhone　la藩e　（M．　Husain　（ed．）．　Bagh　o　Bahtir，1958，　p．142）　しかし，　D．　Forbesは単
　　・．襖を明確に区瑚している。（AGrammalg　of　the　H1ndus£ani　Langttage，1．．ondon　PP　37－－38）ところ
　　が，P1attsは，　Ybll，　W6h，　WOが痩数形にしばしば用いられ，北部のムスリム及びウルドゥー学糖に好
　　んで用いられるのに対し，ye，　weはヒンディーに絹いられる，と述べている。（p．119）
（28｝Bag．｝］．　o　Bah紅などでは複数形を｝男確にするため，複数形にはunh5neを罵いている。unhδne　jawab
　　diya　l〈i‘‘hain　　waqif　nahi”（P．167），　unne（jogi　ne）　qala‘　mdan　in　tt　jhe　dekar　kah護　“sitth　calo”
　　（P．108）また，この意のしε【me，　inneはPlattsにはtls　lle，　is　ne形と併詔されている，、、（PP．　il7－・118）
〔291滋時，joとjo　logとが輸んで行われていた。　AKにはki　joという形が見られる。　ab　is　se　adhil〈aisi
　　kaun　si　btit　hai　ki　jisai　tum　cahti　ho？（6－7）HM　lこはjinと並んでjinhという古形も見られる。
舳　梢関代名詞がwahで代用される傾向はすでに一一般的なものであり，恨用的表現に二騰いられる程度であっ
　　た。ただし，特定の偶人のものに多鵬されていることがある。（HM，　P．50）　接続謂的にはかなり用いら
　　れていた。また，関係代名詞に先行されずして嗣いられている例も悲干ある，，，can（IQ　sahi顧t　ka　khatri
　　patきah　k熱diwan　tl、飢isko　ek　kanya　tha（〃P．50）
｛31｝VAには　koiを璽堀しで盈蔓数扱いした例がある。　koi　koi　machli　bahut　SUndar　bal｝d　Stmahale
　　rupahale　ra1響ki　hoti　hal（P．16）
｛32）Il）Gには，　n§，　sai，　Tnalなどが見られる。1’IMにはk自及びp語が例外的に璃いられている導sanva！畠ap
6ユ
（33）
融
｛35）
｛36）
｛37）
｛38）
｛39｝
｛40｝
〈41）
（42｝
｛，13）
㈹
kU　dekh（p．125），　bat　kis　pai　dekhi　jawaigi（p．164）HMにはKB形と隅じでありながら今日の用
法と異なるものが『散冤される。US　par　k鐙m袋kare（p．63），　samksep　se　likhftc（p．63）
これはparの次のような用例と関連あるものであろう。　kisU　par　ma‘alUm　tlad　ho（p．137）．　mera
bhed　ab　is　par　khu｝gaya（p，164）Mir　Bahadur　Ali，　Akhlak－i－Hindi，　ed．　by　Syed　Abdoollah，
London，　1868
john　T．　Platts，　A　Grammar　of　the　l｛iRdttstani　or　Urdu　Laiiguage（6　th　lmpr．　p．128）を参照。
HMにはchatvE　adh頭y（p．7），　HPにはnavava　var＄ikotsav（XXI王，146）のような，今臼標準的
なものとされない形が見られる。
これは嶺蒋のヒンディーのかなり多くの作凝1に見られる傾向である。被修飾語もタトサマ語彙であるのが
普通である。ul’vara　bh章mi（HM，　p．186），　viv2hita　stri（PG，　p．283），　daya　yogy譲balika（AK，　p．22）
Bholaaath　Tiwari，幾ndl　Bhおa，　Hahabad，1966（p．230）を参照。これは19世紀｝こおいては主動詞
が語根形（薫確には接続分詞形）となる複合動調と並んで罵いられたものである。KMにもmah護moh
niga　an　pahtici（P．187）見繊される。しかし，　PGにはこの種の例は見られぬe
巌時，これらの胴法が今日のように安定していたとはいえない。次のような例を挙げることができる。
tisl〈o　roti　dekhkar　uske　choζe　cho塾e　bacce　bhi　ro　rahe　the　（PG，　p．271），　bゑtclt　karte　mをbl像i
　　　ウmeri　akhδko　dekho（HM，　p．54），　ghabraye　sai　kya　hota　hal（HM，　p．163），　lala　brajkigo｝；ke
慕ae　piche（PG，　p．145）．　yまr6　ko　diwa舩banati　hui　anarth　macat1　rahti　haT（AK，1－2，　p．6）
PGにはyad　diw翫（p．107）といった例が見られる，“
当蒋はまだブラジ・バーシャーの接続分詞がKB形と並び用いられていた。　koi　khay　khel　sab　tar3c　h
kA　stikh　dukh　jhel　tab　prayaD　装art農　hai　（H王），22－1，　p．14），　urike　hノ壕day　ke　tap　Ro　R｝尊きy　diya
（AK．，1－3，　p．9），　muh　dhoy（正｛M，　p．33）
名詞から哉る複合動講はタトサマ語彙の多絹により増舶することは，次のHMの例からも知られよう，：
usk言　kuch　vrittant　varK）an　kijie　（P．20），　can（lramき　ast　ho　9・ae　（P．47），　para1n　anarka　svar“P
v護kya　6rimukh　se醜ya　karte　hai（P．75）
不定詞との複合動詞において，不定詞が醤的語の性・数に必ず一一twするのがヒンディー式であり，’一一atが
任意ないしは姓のみに一致するのがウルドゥー式とされるが，DJにおいては牲・数に全く一致している。
（B．庶丁1warl，　Hindi　Bha＄a　p．230）PGにはcahlyeの未来形とでもいうべき例が見られる。　ussai
lawabdihi　kar聴ke　liye　bhi　r霞pe　cahiyEge（p．107）yogyaによる衰現は今日では粛形になってい
るが，当疇は一般的であった。KMにはwah　clev　ka　sth議n　aur　l譲t1　k．a　vicar　karne　cahta　thま（p．
57）という例があるが，灘暗においては標準的な形とされていた。（Platts，　P，179）AKは一walaと煎ん
で一haraも胴いている。bhavi＄ya　mさhonehAre　hamare　de奮ke　sa：nast　sa離aa（｝－6，1），6）
1）latts（pp、136・－7）もPin（ppt　l49・－150）もこれを頃及びtumに紺応する来来命命形として標準的な
位鷺づけをしている。事実，“Premsagar”や“Bagh　o　Bah最r”においてはひんばんに冤られるところ
である。なお，PGにはこの形は見られない。1〈撫mtaprasad　GuruもPlattsやPlnと賜じくこれを
不定詞形と並びtG，　tumの未来命令形としている。（1－1．indi　Vy義kaゴa皐，1〈agi，　Vi．2017，　P，287）
Pinはこれをアオリストが助動詞をとったものとし，学習者の参考までに述べるものであって推奨するも
のではない，とする。習慣過去聴鰯形はアオ弓ストが助動詞の過去形を従えたものである。（P．138）K醗
には一作品にのみこれが見られるが，いわば方欝臭を出すために例外的に用いられたものである。
calo　r農ni　ji　bulawa至haT（p．124），　kyδcal　meri　ji　dukhawai　hai（p，163）これtますでにFort
Wi｝liam　Collegeの諸テキストにも殆ど晃られなくなっており，次のような例は稀なものである。　jaha
haribhakt　yah　kathゑstmawE　hal　taha　hi　sab　tirth　au　（lharm　盃w遵hal（Vrajratnadas（ed．），
Pr¢msagar，　V；．2010，1）．6）またlnξa．Alliih　Kh盃nは，‘‘Da三・yaゑL磯灘a匙野（1808）において，’f洗練
された欝蘂を話す」と麟称しているデlj一の一部の人たちがこの現在時翻形を絹いるが，真に洗練された
のはもう一つの形（境在分講＋助動調）である，と述べている。　（‘Abcl　u1－｝：Taq（niurattal）），　Darya一
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6－La！2fat，　Aurangabad　Dakkhin，1933，　pp、．19玉一2）
命田，この反復動作を表わす複合動詞は完了聯｝彗形で表わされないのが普通である。Djにもこれが完了
燐制形に用いられた例はない。しかし，当時のものにはかなり多くの例が見られるし，Pin（p．　163）など
ICも記述されている。飴創at1ka　barambar　murjha　jaya　ki（AK，3，1－2，　p．3）unke　acarap　aur
svabhav　to　sa（la　hi　se　sarvatha　hamare正）rat｝k凸I　rahii　kiye　hai（AK．1－6，　p．30）
噺時，この形は一般的であった。これに従い直説法末来臨制形でもKBと災なる。samlha　karai（PG，
p．91），（lewal（AK，1－3，　p．9），　jaisa　karmm　karalga　wais護phai　pawaiga（HM，　p．43）
－w・のかわりに一y一がそう入されることもある。jitlle　cand1・ama　ke　dar6an　hoya（HM，　P．125）：
ho　lay巨gi（PG，　p．77）　なお，王n緬A1嶽h　Khanは・w一及び一y・の爾形を示しているが，　leweや
Eew6よりもle，　ldのほうを一願標準的な形としている。（荊掲饗｝：，　pp．192－4）
DJの醐詞を若干例示する。bahut，　ziyadah，　ab，　ab　hi，　jab，　tabt　jab　kabhl，　kabhi　kabhi，　nit，　sadft，
～　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　 　＿　　　　　　　　　　＿
i－oj　l’oj，　kal，　pars6，　jaldi　hi，　pahile，　bRhar，　il　pa　1’，盃ge，　yaha，　waha，　jah衰，　kaha，　idhar，　udha亙’，
＿　　　　　　　　　　　　　　　　 　N　　　　　　　　　　～
y6，　ky6，」〔主hi，　utte，　ji．　h衰ji，　nahi，　na，　n言，　！漁at
このような面は隅晴代の他のものについても多少の差はあれ，見られるところである。ap　ke　bagd　ki
badaulat（PG，　P，143），　haisiyat　ke　bamtijib（P（｝，　P．14），　shimbhtidayal　ke　kahne　majab（PG．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
p．94），sathiyδsamet（PG，16），　para　1〕hakti　ki　apek§a（HM，　p．7），　unki　6ik譲ke　nimitt（｝｛M，
p．10），dOsre　dharmm　kahnewale　keζhik　barkhi互盃f（HM，　p．198），　lanm　paま・yant（｝－IP，4－4，　p．3），
rojgar　l〈i　1（註夏at　ke　bais　（HP，　4－6－’　7，　P．7）
VAにはbe一の次のような1・9例がある。be　khur（lbin奮i醸｝agaye（p．18），　be　l獄⊆1〈li　ke　j蝕wa夏’（1）．
18），be　khaye（P．15）PGにも周種の例が見られる。be　samjhe　bajhe（P．63），　be　dekhe　bhきle
（P。64）このような劇概鋼的用法も今摂のヒンディーでは標準的なものとされないが，DJにはこの種の
用例は見られない。
たとえば，Radhakri＄rpadゑs，　Du：khini　Bala（Banaras，2nd　ed．　Vi．1939）に晃られる次のような例
からもこの時期のKB　Hindiの特徴が窺われるであろう。（）内はページ。
　　mere　buddhi　mE（5｝，　ap　logδke　seva　m5（2），　ky盃tntirkhta　kiya（9），　kyδ　unko　santan　nahi　hot農？
（3＞，hamare　（larもak　jan　（1｝，　sab　b言t　aisi　h6y　ki＿．　（2｝，　kaun　kaun　si　bat§　bapdad蕊　ki　karte　hai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ
（4）．jo　bap　d言de　karte　aye　hai｛6｝．　bal〕dadδ　ki　bat　（6｝，　ye　sab　apattiyξ≡hoti（3），　striye　sati　hoti
　　の
thi（4），　hindust義ni　bastu毎　（4），　apus　m§　（3＞，　kya　t貢　isl　da6a　l．nE　rahaiga　｛8｝，　誤j　tak　kisi　lle　na
kiya　hoy（2）．　we　log　awさ（2），　inke　kahe　se　ka　hot　hai（5），　pran（Pr帥）clene　se　kya　1護bh（12｝，
siwa（7L　seway｛6），　apni　iccaRusar　l8肩ake　pa｛r　na　pha？e　biwai，　so　k塁jane煎parai｛10｝，三1pne
das　ke　u毛sah　varclhanarth　lsko　sadai’graharp　kiya（2｝．
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